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大黄の煎液調製時における成分変動と瀉下活性
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【目的】大黄は古 くか ら緩下剤として広 く使用されて いる生薬で ， その瀉下活性成分 であるセン

ノシ ド類は加熱に より分解される と報告 されている．瀉下効果 を期待する場合はあまり加熱 し

ない ように大黄を後か ら加えて 煎じ （後煎）， 逆に瀉下以外 の効果を期待する場合は ， 大黄を始

めか ら入れてよく煎じる ことで瀉下効果 を抑えることができると考 えられている．そ こで 本研

究で は ， 煎液調製時における大黄の刻み と粉末の主要成分 （セ ンノシ ドA ， ア ロ エ エ モ ジン，レ

イ ン，エ モ ジン，クリソフ ァ ノール）の 経時的変動に つ い て分析 した．また，煎出時間の 異な

る大黄煎液をマ ウスに経口投与し，そ の瀉下活性につ いて比較検討を行っ た、

【方法】大黄 （錦紋大黄， 4g ）の 刻み及び粉末に精製水 （250m1）を加え， 5〜 240 分間加熱

還流を行い
， メン ブランフ ィル タ

ー
ろ過 したも の を HPLC で定量した．セ ンノ シ ドA も同様の

方法で加熱還流 を行い
， 経時的変動を分析 した．

　大黄の 5，40，180分の煎液を凍結乾燥し，0．5， 1， 2， 4g 大黄 ／kg の濃度に調製 して

ddY系雄性マ ウス （30g前後）に経 口投与 した．糞便は正常便， 膨潤便，軟便，泥状便，粘液

にわ け，軟便 〜 粘液 を下痢便として判定 し， 投与後 0 〜 6時間の糞便の 状態 を観察 した．

【結果及び考察】大黄の主要成分の 煎液調製時における経時的変動に つ いて分析 した ところ，セ

ン ノシ ドA 以外の成分は， 煎出時間に ともない含量増加が認め られた．セ ンンシ ドA の 含量に

つ いて は，煎出時間 5 ，10，20，40，60，120，180，240分で，それぞれ刻み では 30．ユ， 64．3，

103
，
105

，
92．1

，
62，6

，
42．2

，
28．3 μ M （大黄甘草湯も同様）， 粉末で は 128，139，133，117，

103， 67．3， 45．8 ， 3L5 μ M とな り ， 刻みで は 40分 ， 粉末で は 10分に最も高 い含量を示 した．

セ ンノシ ドA の 加熱還流実験 において ，
40分で 73．7％ ，

180分で 32，2％，240 分で 27．1％に

まで減少した，瀉下活性に つ い て は，刻みで は 40 分，粉末で は 5分の 煎液 に， 最 も強い活性が

認め られた．煎液 の調製は ，

一
般に刻み を用い 30〜 60分間加熱によ り行われる ．こ の 条件下

で調製された煎液のセ ンノシ ドA 含量と瀉下活性が最も高か っ た．傷寒論において 瀉下活性を

期待する処方は最初か ら大黄を煎じてお り， 柴胡加竜骨牡蠣湯の よ うに瀉下活性を対象と しな

い処方には後煎が指示 されて い る．これらの ことか ら ， 瀉下活性を期待する処方におい て は ， 大

黄 を始めか ら入れて煎じる方が良い と考えられる．
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